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も
の
で
あ
っ
た
。

　

黒
田
次
官
は
樺
太
を
視
察
の
上
、

政
府
に
建
議
書
を
提
出
し
た
。

　

そ
の
建
議
書
の
概
要
は
、

一
、
本
府
を
石
狩
に
置
き
、
北

海
道
、
樺
太
を
管
轄
さ
せ
る
こ
と
。

二
、
諸
藩
の
支
配
地
を
廃
止
し
、

開
拓
使
に
統
一
す
る
こ
と
。

三
、
風
土
に
適
応
し
た
国
か
ら
開

拓
に
長
ず
る
者
を
雇
い
、
移
民
や

工
業

・
鉱
山

・
測
量
な
ど
を
実
施

さ
せ
る
こ
と
。

四
、
留
学
生
を
派
遣
し
、
海
外

諸
国
の
事
情
を
研
究
さ
せ
る
こ

と
。
等
々
で
あ
っ
た
。

　

同
年
十
月
、
黒
田
次
官
に
海
外

派
遣
が
発
令
さ
れ
、
同
時
に
外
師

箱
館
戦
争
の
際
、
榎
本
武
揚
の
秘

書
官
と
し
て
行
動
を
共
に
し
、
捕

虜
と
な
っ
た
山
内
六
三
郎
が
、
明

治
三
年

（
一
八
七
一
年
）
四
月
、

釈
放
と
な
っ
た
。

　

黒
田
清
隆
は
、
こ
の
山
内
六
三

郎
を
開
拓
使
五
等
出
仕
に
任
用

し
、
開
拓
使
御
用
掛
を
命
じ
た
。

こ
の
と
き
山
内
は
既
に
外
務
省
の

七
等
出
仕
と
な
り
、
特
命
全
権

大
使
随
行

・
三
等
書
記
官
に
内
定

し
て
い
た
が
、
黒
田
は
頑
固
と
し

て
聴
か
ず
、
遂
に
欧
州
行
き
を
思

い
留
ま
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　

黒
田
は
、
山
内
六
三
郎
を
大
書

記
官
に
任
用
し
、
「
幌
内
煤
田
開

採
計
画
書
」
の
作
成
を
命
じ
た
。

　

山
内
は
、
幌
内
地
域
に
は
莫
大

な
量

（
一
億
ト
ン
を
超
え
る
）
で

良
質
な
石
炭
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
す
で
に
承
知
し
て
い
た
が
、

財
政
難
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
石
炭

を
輸
送
す
る
方
法
が
決
ま
ら
ず
、

具
体
的
な
計
画
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
山
内

は
初
め
て
の
こ
と
で
命
令
に
従
わ
ざ

る
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
五
年

（
一
八
七
二
年
）
三

月
、
黒
田
清
隆
ら
の
尽
力
で
榎
本

発
行
者

・
開
陽
丸
青
少
年
セ
ン
タ
ー

・
開
陽
丸
友
の
会
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今
は
無
き
遺
物
を
偲
ぶ

開陽丸青少年センター
開 陽 丸 友 の 会

て
み
て
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

そ
の
理
由
は
、

①
川
底
が
浅
い
箇
所
が
多
い
こ
と
。

②
川
筋
の
屈
曲
が
き
わ
め
て
多
い
こ

と
。

③
流
木
が
多
く
、
さ
ら
に
降
雨
の

た
び
に
流
水
が
増
加
す
る
。

　

以
上
の
三
点
に
よ
っ
て
、
榎
本
と

武
揚
は
放
免
さ
れ
、
同
年
三
月
、

開
拓
使
四
等
出
仕
を
命
じ
ら
れ

た
。
併
せ
て

「
北
海
道
の
鉱
山
検

査
お
よ
び
物
産
取
調
べ
の
た
め
巡

回
」
を
拝
命
し
た
。
こ
れ
に
は
榎

本
と
し
て
は
黒
田
の
恩
義
も
あ
り
、

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
翌
六
年

（
一
八
七
三
年
）

一
月
に
は
、
開
拓
使
中
判
官
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
榎
本
は
札
幌
に
お
い

て
野
宿
の
準
備
を
す
す
め
、
大
塚
、

甘
利
と
人
夫
十
五
人
、
丸
木
船

五
隻
で
八
月
二
十
七
日
に
は
幌
内

煤
田
の
調
査
に
向
か
っ
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
「
石
狩
国
イ
ク
シ

ベ
ツ
石
炭
調
書

（
明
治
六
年
十
月

七
日
付
）
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、

一
、
幌
内
煤
田
に
到
着
し
て
九
日

間
で
数
十
条
の
石
炭
脈
の
検
査
を

終
了
し
た
。
石
炭
の
量
と
品
質
か

ら
み
て
実
に
一
大
宝
山
で
あ
る
。

二
、
良
脈
は
、
お
よ
そ
九
条
で
厚

さ
は
平
均
五
尺
あ
り
、
と
も
に
一

点
の
土
石
も
混
じ
っ
て
い
な
い
。

三
、
惜
し
む
べ
き
は
、
運
輸
の
路(

み

ち)
が
迂
遠(

う
え
ん)

で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

四
、
昨
年
、
早
川
良
十
郎
の
話
で

は
、
イ
ク
シ
ベ
ツ
川
は
船
で
石
炭
を

運
送
で
き
る
。

と
考
え
た
が
、
今
回
、
船
で
通
っ

　

蝦
夷
地

（
の
ち
の
北
海
道
）

に
は
莫
大
な
地
下
資
源

（
特

に
石
炭
）
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
状
況
は
、
か
つ
て
安
政
元

年

（
一
八
五
四
年
）
三
月
、

榎
本
釜
次
郎
（
の
ち
武
揚
）
は
、

箱
館
奉
行

・
堀
織
部
正
利
煕

(

と
し
ひ
ろ)

に
従
っ
て
西
蝦
夷

地
か
ら
樺
太
に
渡
り
、
東
蝦

夷
地
を
経
て
箱
館
に
戻
る
旅

に
随
行
し
て
い
た
。

　

こ
の
時
、
す
で
に
豊
富
な
地

下
資
源
に
つ
い
て
も
把
握
し
て

い
た
の
で
は
？
榎
本
十
九
才
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
の
政
情
不
安
や

財
政
危
機
の
た
め
、
煤
田(

ば

い
で
ん)

（炭
田
の
こ
と
）
の
開

採

(

か
い
さ
い)

は
一
向
に
進

展
し
な
か
っ
た
。

　

時
が
移
り
、
箱
館
が
開
港

さ
れ
て
外
国
船
の
出
入
り
が

頻
繁
に
な
る
に
つ
れ
、
外
国

船
か
ら
飲
料
水
や
燃
料
な
ど

の
要
求
が
多
く
な
り
、
石
炭

の
発
掘
の
声
が
盛
り
上
が
っ
て

き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

白
糠
炭
鉱
、
幌
内
炭
鉱
の
発

見
が
相
次
ぎ
、
札
幌
開
拓
庁
と

し
て
も
、
こ
の
対
策
が
緊
急
の
課

題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
三
年

（一
八
七
〇
年
）
二

月
、
政
府
は
樺
太
に
開
拓
使
を

設
置
し
、
五
月
に
は
黒
田
清
隆

を
開
拓
次
官
に
任
命
し
、
樺
太

問
題
を
専
任
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
蝦
夷
地
や
樺
太
を
管
轄

す
る
行
政
組
織
は
実
に
複
雑
な

【
中
島
三
郎
助
文
書
】
は
開
陽
丸

セ
ン
タ
ー
売
店
に
て
、
１
万
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

（の
ち
堤
雲
）

（の
ち
堤
雲
）
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陽
丸

開
陽
丸 
ゆ
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人

ゆ
か
り
の
人 

（
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４
）

（
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４
）

山
内
山
内 
六
三
郎

六
三
郎

榎
本
の
「蝦
夷
の
夢
」
実
現
に
！

榎
本
の
「蝦
夷
の
夢
」
実
現
に
！

天保９年（1838 年）9月 　 幕臣・山内豊城の三男として京都で出生。

　　　　　　　　　　　 　 のち、箕作阮甫からオランダ語を学ぶ。

安政４年（1857 年）      　 蕃書調所の句読教授となる

安政６年（1859 年）     　  儒学者・安井息輔の門に入る

文久元年（1861 年）     　  神奈川奉行所付の翻訳方となる。横浜鎖港談判使

　　　　　　　　　　　　　 節池田長発の通弁御用出役としてパリに行く。

慶応３年（1867 年）      　 徳川昭武に随行、パリに行く

　　　　　　　　　　　 　  （このとき、パリで一夜、榎本武揚と歓談）

明治元年（1868 年）11月 　 榎本武揚とともに箱館戦争に参加、開陽丸に乗船。

　　　　　　　　　　　　　 江差沖で座礁沈没

                        　 （この時、榎本武揚、山内六三郎は江差に上陸）

明治２年（1869 年）５月　　五稜郭の戦いに敗れる

明治３年（1870 年）４月　　釈放、5月、帰京

＊明治 4年（1871 年）～明治 17年（1884 年）の略歴については、本文記載に

　　　　　　　　　　　　　つき省略

明治１８年（1885 年）12月 逓信大書記官

明治１９年（1886 年）　　　 旧逓信省会計局長

明治２３年（1890 年）７月  鹿児島県知事（～明治 25年 11 月 4日まで）

明治２９年（1896 年）５月  八幡製鉄所長官（～明治 30年 8月 9日まで）

大正１２年（1923 年）２月  没 享年 86歳

山内 (やまのうち )六三郎の略歴

(

が
い
し)

の
招
聘

(

し
ょ
う
へ
い)

を
は
じ
め
、
器
材
や
動
植
物
の
種

子
を
米
国(

ア
メ
リ
カ)

か
ら
購
入

し
、
さ
ら
に
留
学
生
の
派
遣
も
認

可
さ
れ
た
。

　

明
治
四
年

（
一
八
七
一
年
）
一

　

内
務
卿

・
大
久
保
利
通
と
大
蔵

卿

・
大
隈
重
信
は
殖
産
興
業
を
す

す
め
る
た
め
、
「
起
業
公
債
」
の

募
集
を
検
討
し
は
じ
め
た
。

　

開
拓
長
官

・
黒
田
清
隆
は
、
大

書
記
官

・
山
内
堤
雲
に

「
幌
内
煤

田
開
採
計
画
書
」
の
作
成
を
急
ぐ

よ
う
に
命
じ
た
。

　

山
内
は
、
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
と

検
討
し
て
い
た
諸
々
の
資
料
を
も

と
に
素
案
を
作
成
し
、
内
部
の
意

見
を
調
整
し
て
原
案
を
完
成
し

た
。

　

そ
の
骨
子
は
、
輸
送
方
法
が
一

番
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
輸

送
方
法
論
を
ま
と
め
た
。

　

つ
ま
り
、
「
幌
内
の
石
炭
を
幌
内

太

（
岩

見
沢
西
）

ま
で
は
鉄

道
を
敷
設

し
、
そ
こ

か
ら
石
狩

川
を
水
深

の
浅
い
汽

船
に
よ
っ

て
河
口
ま

で
輸
送
す

る

。

さ

ら
に
石
炭

を
大
船
に

積
み
替
え

て
小
樽
港

ま
で
搬
送

し
、
そ
の

あ
と
各
地
へ
移
送
す
る
。
」
計
画

案
で
あ
っ
た
。
こ
の
予
算
は
一
二

〇
万
円
と
、
か
ね
て
開
削
し
て
い

た
茅
沼

（
岩
内
）
の
改
良
事
業
三

〇
万
円
、
併
せ
て
一
五
〇
万
円
が

必
要
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
十
一
年
三
月
、
開
拓
使
は
、

太
政
大
臣

・
三
条
実
美

(

さ
ね
と

み)

に

「
幌
内
炭
鉱
開
採
、
岩
内

炭
鉱
改
良
之
御
伺
」
を
提
出
し
、

同
時
に
、
「
煤
田
開
採
手
続
取
調

掛
」
を
東
京
出
張
所
に
置
き
、
山

内
堤
雲
を
任
命
し
て
政
府
と
の
連

絡
に
あ
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
五
月
一
日
に

「
起
業

公
債
証
書
発
行
令
」
が
制
定
さ
れ

て
、
一
二
五
〇
万
円
の
内
国
債
が

山内六三郎（27 歳）山内六三郎（27 歳）山内六三郎（27 歳）

月
、
黒
田
次
官
は
米
国

(

ア
メ
リ

カ)

へ
旅
立
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着

い
た
黒
田
次
官
は
、
グ
ラ
ン
ト
大

統
領
と
会
見
し
、
開
拓
使
の
顧
問

に
適
し
た
人
材
の
派
遣
を
依
頼
し

た
。
そ
の
結
果
、
農
務
局
長

・
ケ

プ
ロ
ン
氏
を
招
聘(

へ
い)

す
る
こ
と

が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
明
治
四
年
八
月

に
は
、
重
要
な
北
海
道
の

「
開
拓

新
方
針
」
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

し
て
は

「
此
の
河
は
、
石
炭
運
送

に
供
し
の
難
し
と
す
」
と
記
し
て
い

た
。

　

（
榎
本
は
明
治
六
年
末
に
帰
京
願

を
提
出
し
た
。
こ
の
北
海
道
の
資

源
調
査
を
急
い
だ
の
は
翌
七
年

「
ロ

シ
ア
と
の
千
島
と
樺
太
の
領
土
交

渉
の
内
命
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
）
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北海道炭鉱鉄道線路図（日本国有鉄道百年史より）北海道炭鉱鉄道線路図（日本国有鉄道百年史より）北海道炭鉱鉄道線路図（日本国有鉄道百年史より）開放感を感じさせるガラス張りのロビー

日本で３番目の鉄道開通 （小樽 ・手宮～札幌間）



よ
っ
て
、
積
み
替
え
に
よ
る
石
炭
の

無
駄
と
費
用
が
省
か
れ
る
こ
と
、

鉄
道
の
建
設
に
よ
り
沿
線
の
未
開

の
地
が
開
け
、
産
業
が
盛
ん
に
な

り
、
札
幌
の
人
口
が
増
加
す
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、

こ
れ
に
要
す
る
事
業
費
概
算
は
一

五
〇
万
円
か
ら
一
八
〇
万
円
程
度

が
必
要
で
あ
る
と
付
け
加
え
て
い

た
。

　

こ
の
事
業
計
画
は
、
山
内
堤
雲

と
し
て
は
岩
内
炭
鉱
関
係
事
業
費

分

（
三
〇
万
円
）
を
一
時
保
留
す

れ
ば
全
体
事
業
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
、
技
術
者
た
ち
の
、
こ
の

「
全

線
鉄
道
計
画
」
を
採
用
す
る
こ
と

に
賛
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

鉄
道
建
設
は
突
貫
工
事
で
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
十
三
年

（
一
八
八
〇
年
）

一
月
、
小
樽
若
竹
町
第
三
ト
ン
ネ

ル
の
工
事
か
ら
着
手
さ
れ
、
歴
史

的
な
第
一
歩
が
印
さ
れ
た
。
続
い

て
十
月
一
日
に
は
小
樽
手
宮
桟
橋

の
先
端
か
ら
軌
道
が
敷
設
さ
れ
、

同
月
二
十
四
日
に
は
、
手
宮
桟
橋

か
ら
熊
碓
第
四
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の

四

・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
汽
車
試
運

転
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。　

な
か
で
も
、
難
工
事
で
あ
っ
た
朝

里―

張
碓
間
の

「
神
威
古
潭

(

か

む
い
こ
た
ん

)

」
の
断
が
い
に
よ
っ
て

実
現
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
ク
ロ

フ
ォ
ー
ド
監
督
は
じ
め
開
係
者
の
努

力
に
よ
り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

熊
碓―

銭
函
間
は
さ
き
に
完
成

し
て
い
た
道
路
を
改
良
す
る
こ
と
と

し
、
海
側
に
石
垣
を
築
き
、
山

側
を
崩
し
て
埋
め
立
て
て
軌
道
を

敷
設
し
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
十
三
年
十
一
月

二
十
八
日
に
は
、
手
宮―

札
幌
間

の
軌
道
敷
設
を
完
了
し
て
三
五

・

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
運
転
を
行
い
、

営
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
列
車
は
、
通
常
、
上
等

客
車
一
両
と
並
等
客
車
二
、
三

両
に
貨
車
五
、
六
両
を
連
結
し
た

列
車
で
、
手
宮―

札
幌
間
二
時

間
を
要
し
、
一
日
一
往
復
の
運
転

で
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
四
月
か
ら
は
札
幌―

江
別
間
、
六
月
か
ら
は
江
別
東―

幌
内
ま
で
の
工
事
も
着
手
さ
れ

た
。

　

明
治
十
四
年
八
月
三
十
日
、
明

治
天
皇
が
北
海
道
巡
幸
の
た
め
小

樽
の
手
宮
桟
橋
に
御
到
着
。
午
後

六
時
四
十
五
分
、
御
召
列
車
は

汽
笛
を
鳴
ら
し
て
小
樽
を
発
車
、

午
後
九
時
に
は
札
幌
駅
に
御
到

着
。
豊
平
館
に
入
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

　

明
治
十
五
年
十
一
月
十
三
日
に

は
、
札
幌―

幌
内
間
、
五
五

・

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
、
こ
こ

に
北
海
道
開
拓
の
大
動
脈
で
あ
る

「
小
樽
・
手
宮
か
ら
幌
内
間
九
一
・

二
キ
ロ
の
幌
内
鉄
道
」
が
完
成
し

た
の
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
こ
の
鉄
道
は
、
新
橋

―

横
浜
間
と
、
神
戸―

大
阪
間

に
次
い
で
全
国
で
三
番
目
の
鉄
道

- 2 -

平成 24 年 3 月 31 日発行　第 19 号『 　　　21 世紀』新聞

21
世
紀
新
聞

21
世
紀
新
聞

今
は
無
き
遺
物
を
偲
ぶ

今
は
無
き
遺
物
を
偲
ぶ

　

大
正
七
年
、
北
海
道
開
発
五
〇

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
当
時
海

岸
の
砂
浜
に
揚
げ
ら
て
い
た
大
錨

一
丁
と
大
砲
二
門
を
町
民
挙
げ
て

市
中
を
曳
き
回
し

（
資
１
）
町
の

高
台
に
あ
る
松
の
岱
ま
で
引
き
上

開陽丸青少年センター
開 陽 丸 友 の 会

募
集
さ
れ
た
。
こ
の
中
に

「
北
海

道
幌
内

・
岩
内
の
炭
鉱
を
開
削
す

る
事
」
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。

　

黒
田
長
官
は
、
た
だ
ち
に
鉱
山
、

土
木
両
技
師
を
ア
メ
リ
カ
公
使

・

吉
田
清
成
に
、
水
利
技
師
を
ロ
シ

ア
公
使

・
榎
本
武
揚
に
技
術
者
選

考
を
委
嘱
し
た
。

　

五
月
三
十
一
日
、
一
五
〇
万
円

の
支
給
が
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
資
金
の
受
領
順
序
と
弁
納
方

法
を
取
り
決
め
た
。
十
月
、
煤

田
開
採
事
務
掛
を
札
幌
本
庁
内
に

置
き
、
事
務
長
に
山
内
堤
雲
を
、

副
長
に
松
本
荘
一
郎
を
任
命
し
、

ま
た
起
業
費
出
納
事
務
長
は
会
計

局
長

・
内
海
権
大
書
記
官
を
一
時

的
に
兼
任
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

　

明
治
十
二
年

（
一
八
七
九
年
）

二
、
三
月
に
い
た
っ
て
、

鉄
道
技
師　

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド

（
米
）

鉱
山
技
師　

ゴ
ー
ジ
ョ
ー

（
米
）

坑
夫
頭　
　

バ
レ
ー

（
英
）

水
利
工
師　

ゲ
ン
ト
ウ

（
蘭
）

鉱
夫
頭　
　

ダ
ウ
ス
（
米
）
ら
の
外

国
人
技
師
が
札
幌
に
到
着
し
た
。

　

開
拓
長
官

・
黒
田
清
隆
は
明
治

十
二
年
二
月
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
に

対
し
て

「
幌
内
鉄
道
は
煤
田
運
輸

の
為
に
し
て
、
そ
の
築
造
は
す
べ
か

ら
く
素
朴
堅
牢
を
主
と
し
、
将
来

北
海
道
全
域
に
敷
設
す
る
鉄
路
と

連
結
す
べ
き
も
の
で
、
そ
の
線
路

を
定
め
る
に
あ
た
っ
て
は
宜
し
く
こ

れ
に
注
意
す
る
よ
う
に
」
と
指
示

し
て
い
た
。
（こ
れ
は
、
榎
本
武
揚

の
建
議
（
明
治
六
年
十
月
七
日
付
）

を
参
考
に
し
て
石
狩
川
の
利
用
を

取
り
止
め
、
全
線
鉄
路
と
決
断
し

た
の
で
あ
る
）

　

ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
技
師
ら
は
、
運
炭

方
法
を
根
本
か
ら
修
正
し
て
、
「
幌

内
か
ら
岩
見
沢
、
江
別
を
通
り
札

幌
を
経
て
小
樽

・
手
宮
に
至
る
全

線
を
建
設
す
る
」
と
、
建
議
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

　

開
陽
丸
管
理
棟

は

「江
差
海
の
駅

開
陽
丸
」
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
開
陽
丸

管

理

棟

は
、
壁

面
を
一
面
ガ
ラ
ス

張
り
に
す
る
な
ど

の
開
放
感
を
も
た
せ
る
と
と

も
に
、
特
産
品
の
販
売
や
軽

食
の
提
供
等
を
行
う
等
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
施

設
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
３
年
後
に
迫
っ
た
北

海
道
新
幹
線
の
開
業
や
新
た

な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ

【
中
島
三
郎
助
文
書
】
は
開
陽
丸

【
中
島
三
郎
助
文
書
】
は
開
陽
丸

セ
ン
タ
ー
売
店
に
て
、
１
万
円
で

セ
ン
タ
ー
売
店
に
て
、
１
万
円
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
し
て
い
ま
す
。

開
通
で
、
機
関
車
名
は
、
蝦
夷

地
に
夢
の
あ
る

「
義
経
号
」
、
「
弁

慶
号
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
全
線
開
通
の
日
の
こ
と
を
、

責
任
者
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、

一
番
苦
労
し
た
山
内
堤
雲
は

「
自

叙
伝
余
録
」
に
、
「

も
愉
快
な

り
し
は
幌
内
鉄
道
開
通
の
時
也
、

数
年
の
苦
心
漸
く
好
果
を
結
び

…

」
と
記
述
し
て
い
る
。

　

北
海
道
開
発
の
原
動
力
と
な
っ

た
、
こ
の
鉄
道
建
設
に
は
、
黒
田

清
隆
は
じ
め
山
内
堤
雲
ら
の
苦
労

は
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
も
の
が
あ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

榎
本
武
揚
の

「
蝦
夷
地
開
拓
の

夢
」
の
一
端
が
実
現
し
た
と
き
で

あ
る
。

【
参
考
文
献
】

山
内
提
雲
翁
自
伝

・
同
余
祭

北
海
道
開
拓
と
炭
鉱
、
鉄
道
、

集
治
監
の
光
と
影　

田
中
義
男
著

北
海
道
鉄
道
百
年　

北
洞
孝
雄
著

（の
ち
堤
雲
）

開
陽
丸 

ゆ
か
り
の
人 

（
そ
の
４
）

山
内 

六
三
郎

榎
本
の
「蝦
夷
の
夢
」
実
現
に
！

げ
、
展
示
さ
れ
た
。
（
資
２
）

　

そ
の
後
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

と
し
て
、
ま
た
子
ど
も
達
の
恰
好

の
遊
び
場
所
と
な
っ
た
。

　

砲
身
は
跨
っ
た
ズ
ボ
ン
な
ど
で
磨

か
れ
て
黒
光
り
、
ま
た
大
錨
に
よ

山内六三郎（27 歳）

じ
登
る
光
景
も
見
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
終
わ

り
頃
金
属
類
回
収
令
に
よ
り
無
惨

に
も
切
断
、
持
ち
去
ら
れ
、
台

座
だ
け
が
長
い
間
淋
し
く
残
っ
て
い

た
。

　

当
時
、
開
陽
丸
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
っ

た
町
内
の
土
建
業

・
紺
谷
俊
吉
さ

ん
は

「
錨
を
復
元
で
き
な
い
か
」

と
古
い
写
真
か
ら
錨
の
寸
法
を
割

り
出
し
、
と
う
と
う
原
寸
大
の
錨

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
再
現
、
台
座
に

据
え
付
け
る
と
い
う
大
仕
事
を
な

し
と
げ
た
。

　

昭
和
四
十
九
年
八
月
の
こ
と
で

あ
る
。
（
資
３
）

　

艤
装
の
資
料
に
よ
る
と
、
開
陽

丸
に
は
六
丁
の
錨
が
装
備
さ
れ
て
い

た
。

　

（
大
錨
三
丁

・
小
錨
三
丁
）

　

錨
の
引
き
揚
げ
は
、
座
礁
沈
没

し
た
明
治
初
年
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
何
丁
引
き
揚
げ
ら
れ
た
か
の

記
録
は
見
付
か
っ
て
い
な
い
。

　

開
陽
丸
発
掘
調
査
で
も
錨
の
発

見
を
願
い
な
が
ら
、
周
辺
海
域
を

広
範
囲
に
わ
た
っ
て
磁
器
探
査
を

し
た
が
、
遂
に
発
見
で
き
な
か
っ

た
。

　

既
に
六
丁
全
部
引
き
揚
げ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
か
、
或
い
は
海
底
深

く
静
か
に
眠
り
続
け
て
い
る
錨
が
あ

る
の
か
は
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ

る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
貴
重
な
遺
物

を
失
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

資 1 ： 町民挙げて市中を引き

回した大錨と大砲 ( 大正 7 年 )

資 2 ： 松の岱に展示された大錨と大

砲 （中央は王政維新 50 年記念碑）

紺谷俊吉氏により復元展示された

大錨 （H23 年 10 月撮影）
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え
さ
し
海
の
駅 

開
陽
丸

と
を
目
的
に
、
４
月
１
日
か

ら
開
陽
丸
の
入
館
料
を
大
人

５
０
０
円

・
小
中
高
生
２
５
０

円
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
も
開
陽
丸

へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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